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アメリカに未来はあるか

AndrewDelbanco,meRealAmericm7加 仇:AMedkationonHope

星野勝利

本書は､コロンビア大学で人文学を教える著者が､ハーバード大学で行なった

特別講義を書物にしたものである｡本として読まれることを考慮して一部手を加

えてあるとはいうものの､基本的に講義として読まれた原稿をそのまま書物にし

たものである｡

講義のテーマはアメリカ文明史である｡アメリカ合衆国の文明の歴史を通史的

に概観するものである｡ただし､著者の主たる関心は､現在のアメリカ人の心の

ありように目を向けること､すなわち､人々の心の中に現在生じている喜びや悲

しみ､不安や恐怖などを､アメリカの過去の歴史との関連づけ､その上で未来に

目を向けるというものである｡きわめてアメリカ的な､現実的視点を持つもので

ある｡

現在と過去を眺めるにあたり､著者まず Dの〝OCraqbZAmericaの著者 Alexisde

Tocqueville のことばに注目する｡1830年代のアメリカ社会を観察したフランス

人1叫 ueville臥 アメリカ社会に内在する奇妙な現象を指摘した｡デモクラシー

の制度のもとで豊かな生活を手に入れた人々の､心の奥に巣食う strange

melanchoryである｡Tcquevilleによると､この理由は明白である｡平等な社会の

中で人々が求めている現世的な繁栄や幸福は､人間の心を最終的に満たすもので

はなく､実体のない幻想に過ぎないからである｡

この melanchoryは､著者によると､アメリカ文明に特徴的なものである｡植

民地時代から今日に至るまで､アメリカ人の心の奥にずっと巣食ってきたもので

ある｡これは現在も例外ではなく､もの思う人々 (reflectivebeings)を強く悩ませ

てきているものである｡植民地時代の詩人 MidhaelWlgglesworthのことば

disrestedも､ MarkTwainの fantd も､Herman Melville の hypoも､R.W.

Emerson の Ie血a唱yも､すべてアメリカ人特有のこの心のありようを示唆する｡

mekndhoryとは､語源的には､melmoschole P1ackbile,黒胆汁)である｡ギリ

シャ人は､黒月旦汁の欠落が人間を melanchoryへ導くと考えた｡しかし Gral1am

Greenによると､melan血oryとは､l喝icalbeliefinahopelessfutu把である｡Lione1

Trillingによると､ thediminutionofbeliefinhumanrxxsibilityである｡著者もまた､
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このような視点で meland-oryをとらえる｡この meland10ryから心理的に解放さ

れるためには､未来や可能性に対する何らかの hofX:を必要とする｡アメリカ文

明は､この意味での hope と深く関わる｡

著者は､アメリカ文明を三つの時代に区分する｡第一の時代は､植民地時代か

ら19世紀中ころまで､第二の時代は1960年代ころまで､そして第三の時代は､

現在である｡区分された三つの時代には､それぞれキーワードがあてはまる｡Gcd,

Nation,そして Selfである｡Gd の時代とは､melmchoryからの解放をキリスト

教の Godに求めた時代である｡この神は､自己否定を強く求めるカルヴイン主

義の神であったが､人々はここにhqpeを見た.自己に絶望し､他者とのつながり

の中に生きることに truehope を見た時代である｡

これに続くのが､南北戦争から世界大戦､さらにはヴェトナム戦争までを含む

時代､すなわち Nationが hppe となった時代である｡この時代のシンボルとな

るのは､国家の統合と個人の尊厳を強く求めた Abraham ljn001mであるが､

Ⅵ仇ite-JackeEで Melvilleが記すことばは､この時代の horN3の内質をよく伝える｡

世界を導く自由の箱舟として自分を眺める選民意識に裏打ちされたものである｡

WeAn ericmSarethepeCuliar,ch岱enrN,OPle一一てtheIsraelofourtime;webear
theArkoftheLibertiesoftheworld.

1960年代以降のアメリカでは selfが支配的である｡著者によると､時代とと

もに縮小化を重ねてきた hope は､現在ではほとんど消えかかっており､いわば

消尽点に達している｡その消尽点に現れてくるのが selfである｡社会にも､メ

ディアにも､キャンパスにも､これはいたるところに認められるものである｡こ

の状態は､かつて 1叫 uevilleが19世紀アメリカ社会に見たものとそのまま重な

る｡すなわち strangemelancholyinthemidstofabundanoeである｡これを克服する

には新たな hope を探り出す必要がある｡現在のアメリカの人々､とりわけ歴史

や文学に関わる教師や作家は､そのための努力を可能なところから始めなければ

ならない｡これは Ietl退dowhatwe血ltOrekindlethesmoulderingnigh quendledfire

onthealtarというEmersonのことばを実践することでもある｡

本書は､一種の ｢エレミヤの嘆き｣である｡現状を憂い､現状を嘆く書である｡

しかし､未来を眺める著者の視座は､必ずしも悲観的なものではない｡アメリカ

人特有の faim6Sとdeαncyの感覚が依然として健在であることを､著者は信じ

る｡これが健在である限り､新たな faith がそこから生まれ､それが新たなhope

へとつながる可能性がある｡これが著者の最終的立場である｡
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本書は､大部の書ではない｡しかし､きわめて示唆に富み､かつ刺激的な書

である｡切り口のユニークさもさることながら､広い目配りと酒脱な語り口もま

た魅力である｡歴史や文学の世界が自在に言及され､新聞や雑誌の世界も分析さ

れ､野球や映画のことも話題になる｡時々ユーモアがまじる教室の講義を､書物

を通して聞く楽しみを教えてくれる書である｡

(HarvardUniversityPress,2(X沿,143pp.,$14.CX))

(岩手大学教育学部英語教育講座)




